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特別委員会

産業廃棄物最終処分場計画調査特別委員会

丸山委員　沼津委員　坂下委員　片野委員
山腰委員　水野副委員長　車戸委員長　渡辺委員

議会運営委員会

高山駅西地区まちづくり構想に関する特別委員会

伊東委員　水門委員　中村副委員長　山腰委員長　倉田委員　丸山委員
　小井戸委員　水野委員　岩垣委員

益田委員　西本委員　坂下委員　平戸委員　石原委員
車戸委員　戸田副委員長　中筬委員長　松山委員

　議会運営委員会は２名以上で構成される会派から委
員が選出され、市議会が円滑に機能するよう会議の
進め方や日程を調整するなど重要な役割を担っていま
す。定例会の日程や進行、議案の取り扱いや議会の運
営方針をはじめ、請願や国への意見書、議長の諮問な
どについても、取り扱いなどを話し合い、会派・議員が
公平に発言・議論できる環境を整え、公正で効率的な
運営となるよう協議し意見調整しています。
　多様な市民意見を代表する議会の議事運営機関とし
て、開かれた議会運営を目指し、社会の変化に柔軟に
対応し、議会改革を進めながら信頼される議会づくり
に努めていきます。

　議会が産廃処分場建設計画に不安を覚える荘川の
方々に寄り添うために、特別委員会を立ち上げて６年
がたちました。
　この間、県知事に宛てた意見書の提出や、市長に対
応を求める質問、下流域自治体の議会や団体との情報
共有に取り組むなど独自の活動を展開してきましたが、
市長が明快に「産廃処分場建設反対」を表明し、必要
な対策予算を計上されたことは大きな成果だと受け止
めています。
　この秋には計画事業者から県条例に基づく事業計画
の「方法書」が提出される見込みで、その後の公告・
縦覧、住民説明会においては、地域の皆さんをはじめ

「オール高山の問題」として「適格な主張が行えるよ
う」更なる調査を進めます。

　市では、「ふれあい×にぎわい×つながり」をまちづ
くりのコンセプトとした高山駅西地区まちづくり構想を
定め、駅西地区に多くの市民が訪れ利用し活力あるエ
リアの整備を目指しています。
　現在この事業は、高山駅西地区複合・多機能施設整
備事業のデザインビルドに係る公募型プロポーザルが、
整備費用の高騰を理由に３月に応募者から応募辞退届
が提出されたことにより、本プロポーザルが中止となり
ました。担当課では構想等を最大限に尊重しつつ事業
推進に向けた様々な可能性について検討されていると
ころです。
　委員会としては、今後の具体的な施設整備事業の進
捗を注視しているところです。市民の皆さんが期待さ
れている構想の中核である施設整備に向けて、先進地
の取り組みなどの調査研究を進めてまいります。
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